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バングラデシュの養蜂展望と蜜源植物の重要性

Md.AbdulHannan

バングラデシュは,人口約 1億 2千万人,

北緯 20034′か ら26038′,東経 88001′か ら

92042'の間に位置する,面積 147570kmZの

小国である.パ ドマ河,ブラマプトラ河,メグ

ナ河の3河川によって形作られる巨大なデルタ

地帯は,水で分断された多くの中洲以外の部分

ち,雨季の3-4か月の間は大部分が浸水する

氾濫原となっている.全森林面積は 2600000

haで,これは村林や茶園を含めても,国土の

約 18%程度にとどまるが,ほとんどが自然林

で,その意味では養蜂に向いている.低地の氾

濫原では7月から9月にかけては花に乏 しい

が,それ以外の季節であれば養蜂は可能とな.

最近,氾濫原の一部地域でマメ科のエビスグサ

の一種 Cassl'aloTaとムクノキAeschynomene

asperaの植栽が試されている.この 2種の植

物は,浸水時期にも養蜂植物としてミツバチが

花蜜を集められる.もし雨季を通じて栽培可能

ならば,欠乏期に巣箱を定置 しても,この花を

利用することで蜂群を維持できる

バングラデシュ全土に年中見られる多様な植

物相を考えれば,養蜂は高い可能性があるとい

え,さらに試みられるべきである.もちろん結

果が得られるまでには長い道のりがある.現時

点では特に以下の点が問題点となっている.

1 養蜂に関する適切な知識の普及不足

2 巣箱 (峰群)を得る機会の不足

3 年間を通して利用できる養蜂資源不足

4 蜂異類や病気の駆除のための資材不足

5 養蜂に対する人々の理解が乏しい

6 森林資源の不適切な開発

7 植林地や農地の単一作

8 森林や低湿地の農地への転換

図1 バングラデシュ養蜂の現状調査地域

①カバシア県,②マダリプール県,

③ムンシゴンジュ県,④シャツキラ県

シャツキラ県はスンダルパンに位置し,

他3県は内陸の氾濫源を含む地域である.

本稿では,本誌 (21巻 4号)で先に紹介 し

たバングラデシュの養蜂の現状をふまえ,その

後 2000年 12月から2001年 12月に行った

現地調査に基づいて,将来を展望する.調査対

象は地域の篤農家や実力者,さらに一般の人々

からも情報収集を行った.訪問地はシャツキラ

県シャムナガール ･タナ,ガブラ共同体のシャ

ラ,ムンシゴンジュ県のシラジュカン ･タナの

ラジュダイ,マダリプール県のラジョイ-ルの

アムグラム,カバシア県のギアスプールである

(図 1).
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養蜂によせる関心

バングラデシュの人々の養蜂への関心は日に

日に移り変わりつつあり,地方の農民は自宅で

の小規模養蜂に関心を示すようになっている.

政府機関やNGOによって再三事業化されてい

る養蜂普及により,多くの村人がミツバチに関

する知識を得て,また蜂群を維持する方法を知

っている.カバシサの視察中に,すでに一部の

村人は一年を通じた峰群管理を始めているこ

とがわかった (図2).彼らは今ではミツバチ

を怖がらないが,かつては刺針への恐怖感が養

蜂の普及において重要な問題であった時期もあ

る.これはトウヨウミツバチとセイヨウミツバ

チについての話であるが,マダリプール郡では

t*オミツバチが重要な位置付けにあるので,住

民はどんな場面でオオミツバチが荒れ狂うのか

知っており,巣の近くにいても決して刺されな

いといっている.

ミツバチ資源

野生のミツバチの場合,人間による採蜜がそ

の生息に最も大きな影響を与える.しかし地方

の人々は,野生の巣からどのようにハチミツを

採るべきか知らないし,また蜂ろうの採集につ

いても知識がない.ハチミツを採る場合,ムー

ワル族は煙を使って蜂を追い払い,それから巣

板を切り取る.この方法では多くの働き蜂や蜂

児を殺してしまい,蜂群を弱勢化させ,一部は

死滅する.つまりムーワル族はミツバチの安全

などは考慮に入れず,巣をすべて切り取り,ハ

チミツを採る (｢盗る｣というべきだろう)が,

これによってミツバチが絶滅したという話は聞

かない.

バングラデシュではトウヨウミツバチはまだ

野生のものもおり,また巣箱での飼育もできる.

野生の蜂群からでも通常 2- 6kgのハチミツ

が一度に得られる(Hossaineta1.,1983)が,8

枚枠のニュー トン型巣箱なら,流蜜期であれ

ば,週に2kgの採蜜が可能である.このためか,

巣箱に移す目的で野生群を採集することが重大

な問題となっている.一部の採集人は野生群を

図2 自宅内に置いた巣箱を見せる養蜂家

捕らえて養蜂家に売る.これが度を超すと,バ

ングラデシュの野生群のストックは枯渇する.

しかし蜂群を人工的に増やせるようになるまで

は野生群の採集は止められそうにない.

養蜂植物

Hossainetal.(1983)によれば4月から5月

までが トウヨウミツバチの採蜜最適期であり,

12月から2月までは欠乏期である.養蜂産業

を定着させるためには,養蜂植物に関する調査

研究を行い,塞源カレンダーを作成しなければ

ならないと,多くの人々が考えている.そうし

た蜜漉カレンダーができて初めて,養蜂管理が

効率よく行えるようになるからである.

バングラデシュはその自然環境のおかげで植

物の多様性は非常に高い.例えば被子植物は

国内で5000種 (うち300種は栽培種)に達

す る. これまでHossainetal(1983),Pasha

etal.(1991),あるいはHannan(2003)などに

よって養蜂植物の調査が営まれ,特にHossain

andShar上r(1988)はチッタゴン北部のミルサ

ライ地域で利用可能な養蜂植物を.資料価値

の高いリストにまとめ上げている.その中には

野生種栽培種を問わず 141種の重要養蜂植物

が含まれている.森林地帯,農地,果樹園など

はいずれも養蜂に向いており,このことだけで

もバングラデシュでの養蜂新興の可能性が高い

ことが示される.スンダルパン,チッタゴン丘

陵地蟻,シルヘット,パワールおよびモッドプ

ールなどの森林地帯は,特に適地となるであろ

う.一方で,ナタネ,マンゴー,ライチーなど

に代表される農作物は量的にも重要な蜜源植物
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で,それぞれの主産地の農地は,やはり養蜂好

適地となりうる.

スンダルパンは世界有数,最大規模のマング

ローブ林である.固有の動植物相を有し,植

物ではラン 13種,薬用植物 23種を含む334

種の固有種が知られている.またオオミツバ

チのハチミツの主産地でもある.スンダルパ

ンでの最も重要な蜜源植物はツノヤブコウジ

Aegl'ceTaSCOml'culatum (クルシ,以下括弧内

は現地名)で,この他全部で 26種あるマング

ローブの仲間ではアオギリ科のHen'[1'erafomes

(スンダリ),シマシラキExcoecallaagallocha

(ゲワ),ヒルギ科の Cen'opsTOXbuIghl'ana(ゴ

ラン),ハマザクロ科のSonneral1'aapetala(ケ

オラ)などが優占種である.

熱帯常緑林ではフタバガキの一種Dlj)lero-

caIpustulbl'natus(グラジャン),ウルシ科の

Swl'ntonl'aHon'bunda(チビット),フタバガキ

科のHopeaodollata(テルス-ル),ナギナタソ

ウ科のTetllamelesnudl'noTa(チャンドウル),

フ トモモ科のSyzlgUmgTand(ダッキジャー

ム),センダン科のCedreJ1aml'crocaIPa(トウ

-ン), キンコウボクMl'chell'achampaca(チ

ャンバ),パンヤ科のSaJmall'al'nsJgnjs(シム-

ル)などがあり,サラノキ (沙羅双樹)林で

は占有種サラノキShorearobusta(サール)が

70- 75%に達するが,ミロバランノキTerml'-

nall'achebula(ハリタキ),モモタマナの一種

TeIml'nall'abelen'ca(バヘラ),サンショウの一

種Zanthoxylumrhetsa(バズナ)などが有用資

源となる.

低湿林では,サガリバナの一種Bam'nglonla

acutangula(ヒジャール),エニシダの一種

Pongaml'apl'nnata(カラジャまたはコロチ),

ギョボクC1lataeVanurVala(パルン), トウダ

イグサ科のTTeWjaI7udl'nora(ゴタガマール)

などが代表養蜂植物である.

バングラデシュ北部にはハオル (ハオ)盆地

と呼ばれる2,450,000ha,国土の実に 17.5%

に及ぶ広大で特異的な低湿地があり,ここでは,

オニバスEulyalefeTOX,ハスNelumbonucl'fera,

ヒシの一種 TIlaPamaXl'mowl'czll',ヒルムシロ

シバの一種HygTOIyZaan'stata,シソクサの一

種 LjmnophI'Ial'ndjca,ガ ガ ブ タNymphol'des

lndl'ca,ウキシバ頬PseudoJ･aPhl'Sなどの植物が

養蜂植物として有用と考えられている.

こうした自然林だけではなく,森林省の指導

の元,陸続きになった沿岸砂州 (河口堆積によ

る)もマングローブによる森林化が進められて

いる.ニジュム ･ドゥイープはその中でも有名

なところである.全域の面積は4,232haあり,

オオミツバチが多数生息していて,多くの人々

が採蜜しているといわれている.

これまで述べてきたのは蜜源と花粉源として

の花々で主に森林内のものであった.これ以外

にも,居住地域や道路際などにも養蜂植物とし

て有用なものが全土を通じて兄いだされる.

養蜂生産物

人工授精などを用いた人工的な蜂群の大量増

殖はバングラデシュでは未だに行われていな

い.しかし今日では野外での飼育下での増殖は

一般的になりつつある.人為的に蜂群を分割す

る方法などは,多くの事業が必ずしも取り入れ

ていないため,まだ成功例は少ない.しかし,

蜂群を売ることで得られる金額は大きく,農

村女性や若い失業者にとってたやすく現金を得

るよい手段であることは間違いない (Hannan,

2000).

バングラデシュでは,商業的なハチミツ生産

に関しわずかな努力が払われてきた.ごく少数

の私企業がハチミツを生産し,傘下の会社を通

じて市場に出している.蜂ろうは生産量は少な

いが一方で国内需要が高い.プロポリス生産は

これまでのところ行われているという話は聞か

れない.またミツバチを花粉交配のために利用

している人はほとんどいない.

バングラデシュには計6種の社会性の蜂頬

がいる.すなわち,オオミツバチ, トウヨウ

ミツバチ,コミツバチ,ハリナシバチTngona

nuscobaJt1'ata,マルハナバチでは2種Bombus

exl'ml'usとB.montl'vagLJSで あ る (Bhuiyaand

Miah.1990;Alam,1967).まちがいなくこれ

らの蜂は,特に農作物や野生の植物の花粉交配



を通じて,バングラデシュの経済や自然環境に

利益をもたらす重要な働きをしている.ハチミ

ツ生産においては,セイヨウミツバチとトウヨ

ウミツバチの双方が利用され,この2種のミツ

バチの花粉媒介における利用も,需要が高まり

つつあり,将来性が大きいといえる.

とはいえ,バングラデシュではハチミツは未

だに多くは野生の蜂群から得たものである.各

地の森林から採集されてきており,これは森

林省の森林法による監督下にある.商業的に生

産されているハチミツはまだ量としては小規模

で,生産者もごく少数である.スンダルパンは

ハチミツの主要な産地で,ここからムーワル族

が採集したハチミツが全国規模で販売されてい

る.1957-1977年にかけては年間平均で 173

t'のハチミツが生産されていたという報告があ

る (BangladeshCountryReport,1978)･い く

つかのNGOや個人グループが巣箱を用いた養

蜂によってハチミツを生産しており,独自のル

ートで販売をしている.

生産物の利用

バングラデシュにおいては,ハチミツと蜂ろ

うがミツバチ生産物として利用される.それ以

外のものは利用の段階まで進んでいない.世界

の他の地域同様に,バングラデシュの人々もハ

チミツを噂好品として利用するので,一般的な

摂取形態は,他の食物に塗るか飲料に溶かし込

むかになる.また薬草との併用も特筆するべき

ものがある.その場合,ハチミツとして最も高

価なものはコミツバチとハリナシバチのもので

ある.それ以外のハチミツは蜜源によって多少

価格が変わるが,概して安価である.

養蜂資源の保全

バングラデシュにおけるミツバチの生息環境

は,現在かなり悪い状態といえる.これは主に,

全土で行われている,開発による生息地の破壊,

人間の居住地の拡大,農薬の使用の増加,その

他種々の汚染などでによる.一方で,地方の人々

がミツバチを飼う訓練を受けることができ,ま

たハチミツを飼育蜂群から得て,さらにそれを
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花粉媒介に使うようになれば,養蜂が経済的に

のびる可能性もある.

バングラデシュ政府は総面積277802.06ha

に及ぶ 14の保護区を設置し,国内の生物の多

様性を保全する方向を目指している.最近では,

スンダルパンの一部 (東部,西部,南部から計

59600ha)とタングアール ･ハオール (9772

ha)にラムサール条約に基づく国際的重要度

の高い湿原の保護区を設けた.また一方で,ス

ンダルパンの 139700haに及ぶ地域をユネス

コの世界遺産に登録して 1999年2月4日よ

り保護している.こうした行政の改善策や一般

の関心が将来国内での養蜂の普及をもたらすも

のと思われる.

養蜂振興

政府は養蜂産業の新興に関心を持っていて,

特に副収入源として地方の貧しい女性や未就業

の若者の生活水準改善のために事業化されてい

る.したがってBSCICを通じて養蜂事業の成

功例を作るべく種々の活動をしている.NCO

を始め個人グループによる活動も小規模ながら

全国で活発に行われている.一般の人々も以前

よりは養蜂の効果に関心を示し始めている.政

府やNGOの養蜂事業に参加して研修を受けた

いというものも増えている.どのような事業で

あれ 養蜂に関わるものであれば,地域の住民

からは賞賛を得ている.地方の人々は住居周辺

に巣箱をおいて蜂を飼いたがっており,さらに

は畑で花粉媒介によって交配雑種を作りたいと

いう.実際のところ,バングラデシュでは養蜂

が受け入れやすい土壌ができている.多くの

人々がミツバチを飼って,収益性のあるビジネ

スをしたいと望んでいる.

まとめ

今後は,専門家を有する監督機関が,有志の

人々に対して,必要な知識,資金,技術を提供

できるようになるだろう.そうなれば,バング

ラデシュの養蜂産業も軌道に乗り,それによっ

て次のような効果を生み出すだろう.

1 ハチミツ生産量の増加
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2 花粉媒介による作物の増産

3 収入源の増加

4 求人増による雇用促進
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